点呼係のマニュアル　（太字は改訂部分）
選手が集まったら、点呼を行う。

点呼にいない選手がいる場合は、その選手と同じ大学の人に呼んできてもらう。

「点呼を行います。第１射場（団体の場合：前射場）、○○大学、大前○○さん、中○○さん、落○○さん、第２射場（団体の場合：後射場）、△△大学、大前△△さん、中△△さん、落△△さん。etc．．．」
「行射上の注意を申し上げます。

【最初の立のみ】

射場に入りましたら椅子に座ってお待ちください。

放送係の合図で本座へお進みください。

【２立目以降】

射場に入りましたら椅子に座ってお待ちください。

前の立の１番遅いチームの中の４本目の弦音（団体の場合：落前の四本目の弦音）で起立し、本座へお進み下さい。これについては放送致しませんのでご注意ください。

【共通】

放送係の合図で射位へ進み、矢を番えてお待ちください。

放送係の合図で、行射を開始してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

制限時間は５分です。３０秒前に１回ベルを鳴らします。ベルが鳴ったら、一斉打ち起こしをお願いします。なお、前の人より先に放たれた矢は無効になります。２回目ベル以降の的中は無効となります。２回目のベルで取り掛けていない場合はそのまま退場してください。

会打ち起こしでお願いします。横矢、的ずれが生じた場合は、射手または介添えの方は速やかに申し出てください。」

「入退場の仕方は掲示をご覧下さい」

↓　　

　　（最初のみ）競技開始の宣言後に入場させる「入場してください」　

（普通）「入場までしばらくお待ちください」

　　　　　　　　　↓

前の立ちの一番遅い射場の３本目終了ちょっと前に、

「入場の準備をしてください」と指示。

　　　　　　　　　　　　　↓

前の立ちの一番遅い射場の落の３本目の弦音（団体の場合：大前の４本
目の弦音）とともに入場させる

「入場してください」

は２サイクル目以降「行射上の注意は先程申し上げた通りです。」
※点呼に来ない人を待つ〆切→前の立ちの矢取りが始まる前、を目安に。


点呼係用 [必要事項]
「それでは点呼を行います。前射場、～射詰/遠近。○○大学、○○さん。後射場、…」

射詰編

「４本持って入場し、起座で/椅子に座って（大会による）お待ち下さい。１本持って放送係のアナウンスで起立してください。「はじめ」のアナウンスで射位に進み、競射を開始してください。引き終わりましたら、本座に戻り正座で/椅子に座ってお待ち下さい。確認後、勝負がつかなかった場合は、アナウンスに従って射位にお進み下さい。」

(選手が３人以上のとき)

「脱落者は、放送係の指示で揖(ゆう)をして退場して下さい。」

遠近編

「１本持って入場し、放送係のアナウンスで射位にお進み下さい。開始のアナウンスで競射を開始してください。引き終わりましたら、本座に退き、正座で/椅子に座ってお待ち下さい。２番目以降の方は、大前の後ろを通り、前の選手の左隣に座ってください。」
※射詰の場合のみ、介添えを放送の「起立」で入場させる。

